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１ 

生
態
系
と
文
化

今
世
紀
に
入
っ
て
、
生
態
系
の
持
つ
価
値
は
「
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
も

と
も
と
生
態
系
は
「
財
」
と
し
て
固
有
の
価
値
、

「
存
在
価
値
」
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

「M
illennium

 Ecosystem
 A

ssessm
ent

」
で

は
、
生
態
系
を
人
が
利
用
す
る
際
に
生
ず
る
価
値
を

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
明
確
に
し
た
。
さ
ら
に
同

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
光
合
成
や
土
壌
形
成
な
ど
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
支
え
る
「
基
盤
サ
ー
ビ
ス
」、

食
糧
や
木
材
な
ど
を
提
供
す
る
「
供
給
サ
ー
ビ
ス
」、

気
候
調
整
な
ど
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の「
調
整
サ
ー

ビ
ス
」、
そ
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
教
育
な
ど

の
精
神
や
審
美
的
な
利
益
を
提
供
す
る「
文
化
的
サ
ー

ビ
ス
」
の
４
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
供
給
サ
ー
ビ
ス
や
調
整
サ
ー
ビ
ス
は
、

資
源
利
用
や
気
候
調
節
な
ど
の
具
体
的
な
便
益
で
あ

り
、
私
た
ち
の
生
存
に
欠
か
せ
な
い
。
一
方
、
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
非
物
質
的
な
も
の
が
「
文
化

的
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
自

然
を
楽
し
む
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
教
育
が
そ
の

典
型
例
で
あ
る（
写
真
１
）。
こ
の
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
は
、

「
生
物
文
化
多
様
性
」：
生
物
と
文
化
の
多
様
性

考
え
る
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ

敷
田
麻
実
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
）  

個
人
に
と
っ
て
便
益
が
認
識
し
や
す
い
身
近
な
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
固
有
の
生
態
系
と
の
関
わ
り
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
文
化
は
、
人
が
生
態
系
を
利
用
す
る
際

の
行
動
に
も
影
響
す
る
。
そ
の
た
め
文
化
の
存
在
を

前
提
と
し
な
い
生
物
多
様
性
や
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の

議
論
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
文
化
と
は
、
人
が
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

を
使
う
た
め
に
生
態
系
に
働
き
か
け
る
際
に
生
ず
る
、

生
態
系
と
の
関
わ
り
、
プ
ロ
ト
コ
ル
で
あ
る
（
図
１
）。

ま
た
伝
承
や
共
有
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
建
築
物

な
ど
の
モ
ノ
に
変
換
さ
れ
、
社
会
を
形
成
す
る
資
産

と
な
っ
て
い
る
。

　２ 

生
物
も
文
化
も
多
様
で
あ
る
と
い
う
発
想

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
は

重
要
だ
が
、
文
化
そ
の
も
の
に
対
す
る
注
目
が
近
年

高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
０
５
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
総
会

で
「
文
化
的
表
現
の
多
様
性
の
保
護
と
促
進
に
関
す

る
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
地
域
の
固
有
文
化
の
重
要

性
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
と
ユ
ネ
ス
コ
が
開

催
し
た
円
卓
会
議
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
生

写真 1　豊かな生態系を楽しむエコツーリズム
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図 1　生態系との関わりから文化が生ずる

１
９
８
８
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
ベ
レ
ン
で
行
わ
れ
た「
国

際
民
族
生
物
学
会
」
で
は
、
そ
れ
が
「
生
物
文
化
多

様
性
（B

iocultural diversity

）」
と
し
て
明
確
に

示
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
研
究
者
も
徐
々
に
注
目
し

始
め
、
①
言
語
と
生
物
多
様
性
、
②
生
物
文
化
多
様

性
の
評
価
、
③
生
物
文
化
多
様
性
の
喪
失
の
３
テ
ー

マ
で
主
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
生
物
と
文
化
の
両
多
様
性
を
研
究
す
る

分
野
横
断
的
な
考
察
が
必
要
で
あ
り
、
多
く
の
研
究

が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
指
数
的
に
論
文

数
が
増
加
し
て
い
る
「
持
続
可
能
性
」
に
比
較
し
て
、

ま
だ
ま
だ
研
究
は
端
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る

（
図
２
）。
ま
た
、
今
ま
で
の
研
究
対
象
は
、
伝
統
文
化

と
生
物
多
様
性
の
関
係
が
中
心
で
、
現
代
文
化
へ
の

言
及
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
都
市
の

生
物
多
様
性
や
現
代
文
化
に
お
け
る
文
化
多
様
性
は

議
論
さ
れ
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
。  

３ 

都
市
と
田
舎
を
つ
な
ぐ
方
法
論
と
し
て
の
示
唆

生
態
系
と
文
化
を
同
時
に
考
え
る
場
合
で
も
、
生

物
と
文
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
性
に
だ
け
注
目
し
て

し
ま
う
と
、
生
物
多
様
性
は
い
わ
ゆ
る
「
田
舎
（
非

都
市
部
）」
が
高
く
、
逆
に
都
市
は
自
然
が
少
な
い
人

工
的
な
空
間
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
で
は
現
代
文
化

が
活
発
に
生
成
さ
れ
、
新
た
な
文
化
多
様
性
が
生
じ

て
い
る
。
伝
統
文
化
を
ど
う
に
か
維
持
し
て
い
る
田

舎
の
状
況
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

都
市
公
園
な
ど
の
都
市
内
生
態
系
を
除
き
、
都
市

は
多
く
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
田
舎
か
ら
得
て
い
る
。

都
市
の
「
内
な
る
自
然
」
は
最
小
化
し
、「
外
な
る
自

特
集
２　

生
物
文
化
多
様
性
と
い
う
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ

物
多
様
性
と
文
化
多
様
性
」
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ

ラ
ク
大
統
領
（
当
時
）
が
、
文
化
は
経
済
・
環
境
・

社
会
と
同
等
の
重
要
性
を
持
つ
と
発
言
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響

に
よ
る
文
化
の
均
一
化
へ
の
危
機
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
れ
ば
、
世
界
で
使
わ
れ
て
い
る

約
６
０
０
０
の
言
語
の
43
％
が
消
滅
の
危
機
に
あ
る
。

固
有
の
言
語
や
伝
統
的
知
識
の
維
持
は
、
地
域
や
社

会
の
固
有
性
の
確
保
の
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
そ
れ

を
失
う
こ
と
は
民
族
や
集
団
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
喪
失
に
つ
な
が
る
。

こ
う
し
た
言
語
を
含
む
多
様
な
伝
統
文
化
の
維
持

の
た
め
に
は
、
地
域
生
態
系
の
多
様
性
が
欠
か
せ
な

い
。
言
語
や
伝
統
文
化
な
ど
で
、
生
物
多
様
性
と
文

化
多
様
性
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
始
め
て
い
る
。
一
方
、

図２　生物文化多様性に関する論文数の推移（注：当該分野に関係する論文を収録していると
考えられる科学文献データベース（Sciencedirect, ProQuest Research Library, Web of 
Science, Sociological Abstract）を検索した）
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然
」
を
安
く
手
に
入
れ
て
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

さ
ら
に
近
年
は
、
現
代
的
な
文
化
創
出
と
多
様
性
を

基
盤
と
し
た
「
創
造
都
市
モ
デ
ル
」
が
主
流
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
文
化
多
様
性
と
創
造
性
に
富
み
、
都
市

内
自
然
を
持
つ
都
市
と
、
伝
統
文
化
と
生
物
多
様
性

保
全
を
担
わ
さ
れ
る
田
舎
と
の
間
に
「
乖
離
」
が
起

き
て
い
る（
図
３
）。

し
か
し
世
界
人
口
72
億
４
４
０
０
万
人
の
54
％
が

都
市
に
居
住
し
、
２
０
５
０
年
に
は
66
％
が
都
市
生

活
者
に
な
る
と
言
わ
れ
る
中
、
都
市
が
田
舎
か
ら
資

源
を
調
達
し
て
効
率
的
に
経
済
的
利
益
を
確
保
し
、

逆
に
資
源
を
都
市
に
提
供
し
て
田
舎
を
維
持
す
る
モ

デ
ル
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
「
新
た
な
田

舎
像
」
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
田
舎
が

主
に
担
っ
て
き
た
生
物
多
様
性
の
維
持
と
、
都
市
の

持
つ
文
化
多
様
性
お
よ
び
現
代
文
化
の
創
出
を
、
図

３
の
矢
印
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
工
夫
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
点
で
、
生
態
系
と
文
化
の
相
互
作
用
を
重

視
す
る
方
向
性
や
指
標
と
し
て
の
生
物
文
化
多
様
性

に
期
待
で
き
る
こ
と
は
大
き
い
。

４ 

野
生
生
物
保
護
管
理
へ
の
示
唆

さ
て
本
学
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
野
生
生
物
に
話
を

戻
せ
ば
、
野
生
生
物
は
従
来
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の

中
で
も
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
「
資
源
」
だ
っ

た
。
私
た
ち
は
食
料
や
毛
皮
な
ど
、
生
活
の
役
に
立

つ
も
の
を
得
る
た
め
に
野
生
生
物
を
利
用
し
て
き
た
。

し
か
し
、
農
耕
や
家
畜
生
産
な
ど
が
普
及
し
、
野
生

生
物
を
直
接
消
費
対
象
と
し
な
い
現
代
社
会
に
移
行

す
る
と
、
野
生
生
物
は
鑑
賞
や
管
理
の
対
象
に
変
化

し
た
。
そ
の
た
め
人
々
の
関
心
は
、
資
源
と
し
て
の

供
給
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
よ
り
豊
か
な
社
会
を
実
感
す

る
た
め
の「
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
」に
移
り
始
め
て
い
る
。

エ
コ
ツ
ア
ー
や
自
然
体
験
だ
け
で
は
な
く
、
野
生
生

物
を
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
野
生

生
物
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は

現
代
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
、
立
派
な
文
化
的
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
へ
の
関
心
が
高
い

社
会
状
況
で
は
、
野
生
生
物
の
保
護
管
理
は
「
自
然

科
学
の
問
題
」
に
限
定
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
し
て
も
、「
問
題
が
解
決
し
な
い
」
状
況
を
生
む
。

確
か
に
野
生
生
物
そ
の
も
の
を
扱
う
の
で
あ
れ
ば（
自

然
）
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
優
先
さ
れ
る
が
、
野
生

生
物
と
社
会
の
関
わ
り
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
関
わ

り
で
あ
る
「
文
化
」
に
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
文
化
の
存
在
を
前
提
と
し
た
ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

そ
こ
で
こ
の
特
集
で
は
、
生
物
多
様
性
が
文
化
多

様
性
に
貢
献
す
る
こ
と
を
計
測
す
る
試
み
と
し
て
、

疑
似
生
物
『
ポ
ケ
モ
ン
』
の
分
析
か
ら
、
生
物
多
様

性
と
文
化
多
様
性
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ゾ

シ
カ
対
策
に
お
け
る
文
化
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性

を
提
案
し
た
。
こ
う
し
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
基
に
、

自
然
科
学
と
し
て
の
生
態
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け

で
は
な
く
、
文
化
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
取
り
入
れ
た
、

野
生
生
物
と
社
会
の
新
た
な
関
係
構
築
の
た
め
の
バ

イ
ラ
テ
ラ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
生
物
文
化
多
様
性
の

活
用
を
提
案
し
た
い
。

図３　生態系と文化に対する地域の関わりの関係

SEK=scientific ecological knowledge     TCK=traditional cultural knowledge 
TEK=traditional ecological knowledge    KC=knowledge creation     EC=ecosystem creation  
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